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デジビノの正しい操作のため、ご使用前に必ず 
この使用説明書をご覧ください。 














はじめに 

このたびは、ペンタックス•デジビノ DB 200をお買い上げいただを誠にありびとラございます。本 
製品の機能を充分活用していただくために、ご使用になる前に本書をよくお読みください。また、本 
書をお読みになった後は必ず保管してください。使巧方法びわからなくなったり、機能についてをつ 
と詳しく知りたいとをにお役に立ちます。 


善作傕について 

デジビノを使用して撮影した画慷は、個人で楽しむなどの他は、著作権法により、権利者に無断で使 
用でをません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむ目的びあってを、撮影を制限 
している場合びありますのでご注意ください。また善作権の目的となっている画徹は、著作権法の規 
定による範囲巧で使用する m がは、ご利巧いただけませんのでご注意ください。 


デジビノを使用するにあたって 

• 強い電波や磁気を発生する施設などの周囲では、デジビノび誤動作を起こす場合びあります。 

. 液晶モニタに使巧されている液晶パネルは、非常に高度な精密技術で作られています。目日.9日％政 
上のち効画素数びありますび、 0.0] %政下の画素で点なしないをのや常時点灯するをのびありま 
すので、あ5かじめご了承ください。なお、記録される画债には影響ありません。 

商標について 

• PENTAX 、 □に旧 IN 0 はペンタックス株式会社の登録商標です。 

• SSk SD □ゴは商標です。 

•その他、記載の商品名、会社名は各社の商標もしくは登録商標です。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使巧されることを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起こすことびありま 
す。使用説明書にしたびって、正しい取り扱いをしてください。 


本文中のイラストおよび液晶モニタの表示画面は、実際の製品と異なる場合びあります。 




ごを意 < ださい 


この製品の安全性については充分ミ主意を化っておりますび、下記表示の内容に 
ついては特にを意をしてお使いください。 

A 驾化この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こまた 
胃° は重傷を負ラ可能性び想定される内容を示していまず。 

A :±音この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 
^ '胃う可能性び定される内容および物的損害のみの発ちび想定さ 
れる内容を示しています。 



A 警告 

デジビノで太陽を絶巧見ないでください。 


么警告 

• デジビノで太陽を見ないでください。デジビノで太陽を観測すると失明の恐れびあり 
ますので、絶対に見ないでください。 

• デジビノを直射日光のあたるところに置かないでください。火災の原因になることび 
あ0ます。 

• デジビノの分解-改造などをしないでください。感電の危険びあります。 

• 落下などによりデジビノ内部び露出したときは、絶対に露出部分に手をふれないでく 
ださい。感電の危険びあります。 






• ストラップび首に巻を付 < と危険です。ルさなお子様びストラップを首に掛けないよ 
ラにごミ主意くださし、。 

• 電池の液び眼に入ったときは、失明の恐れびありますので、こす5ずにすぐにきれい 
な水で洗ったあと、直ちに医師のミ台療を受けてください。 

• 電池の液び皮膚やを服に付着したとさは、皮膚に障書をおこす恐れびあ0ますので、 
すぐにされいな水で洗い流して<ださい。 

A ま意 

• 電池をショートさせたり、火の中に入れないでください。また、分解や改造などをし 
ないでください。破裂-発火の原因となることがあ0ます。 

• 万一、デジビノ内の電池び発熱•発煙を起こした時は、速やかに電池を取り出してく 
ださい。その際は、やけどに充分ごを意ください。 

• デジビノには、使用していると熱を持つ部分びあります。その部分を長時間持ちつづ 
けると、低温やけどをおこす恐れびあ0ますのでごま意ください。 

• デジビノを歩行中には使用しないでください。衝突•転倒し、けびの原因となること 
びあ0ます。 

• デジビノの眼幅調整の隙、指を挟みけびをすることびあります。かさなお子さまの使 
巧につさましては特にごま意ください。 

• 長時間の使用を繰り返しますと、目の回りの皮膚に炎症をおこす場合ちまれにありま 
す。もしち疑わしい症状びあらわれましたら、医師に相談してください。 

• ストラップを付けた状態で、振0回したりしないで < ださい。人に当た0けびの原因 
となることちあります。 


取 D 扱い上のを意 


• レンズバ U アを開けた状態でデジビノを太陽の方向に向けないでください。撮像素テ 
を破壊する恐れびあります。 

• 長時間使用しなかったとをや、大切な撮影の前には、必ず試し撮りをしてデジビノび 
正常に機能しているかを確認してください。デジビノの故障に起因する付随的損害 
(撮影に要した諸費用および撮影によりとちなラ利益の損失など）については、保証し 
かねます。 

• ピント含わせリング、視度調整リング、眼幅を含わせるときなど、無理な力を加えな 
いで < ださい。 

• 強い振動-ショック-圧力などを加えないでください。オートバイ•車-船などの振 
動は、クッションなどを入れて保護してください。 

• デジビノは防水ではあ0ませんので、雨水などび直接かかる所では使用でさません。 

• デジビノの使用温度範囲は日で〜40ででず。 

• 高温では液晶表示び黒くなることびありますび、常温に戻れば正常になります。 

• 高温を湿の所は避けてください。特に車の中は高温になりますのでごミ主意ください。 

• 低温下では、液晶の表示応答び遅くなることもありますび、これは液晶の性質による 
ちので、故障ではありません。 

• 急激な温度変化を与えると、デジビノの内外に結露し水滴を生じます。デジビノをバ 
ッグやビニール袋などに入れ、温度差をかなくしてから取り出してください。 

• ゴミや泥•砂-ホコ U •水-有害ガス-塩分などびデジビノの中に入5ないよラにご 
ミち意ください。故障の原因になります。雨や水滴などび付いたとさは、よく拭いて乾 
かして < ださい。 




• 巧れ落としに、シンナーやアルコール•ベンジンなどの有機溶剤は使用しないでくだ 
さい。 

• 防虫剤や囊品を扱ラ所は避けて<ださい。また、カビ防止のためケースか5出して、 
風通しの良い所に保管してください。 

• 高性能を保つため、]〜2年ごとに定期点検にお出しいただくことをお勧めします。 

電池にごいて 

. 電池は単3アルカリ電池 （2 本)、単3リチウム電池 （2 本）を使巧するか、 CR - V 3 U 
チウム電池パック （1 本）を使用します。 

• 撮影条件、使巧環境及び電池により撮影枚数び減かする場合びあ0ます。 

• マンガン電池は使用でさません。電池寿命び短いばかりでなく、電池の発熱などによ 
りデジビノに損害をちたらす恐れびあ0ます。 

• 電池は正しく使いましょう。誤った使い方は液もれ•発熱•破損の原因となります。 
交換するとさは、十一の向さにま意して正しく入れてください。 

• 電池は一般に低温になるにしたびって一時的に性能びお下します。寒冷地で使用する 
とさは、デジビノを防寒具やを服の内側に入れるなどして保温しなびら使巧してくだ 
さい。なお、低温のために性能の低下した電池は、常温に戻ると回復します。 

• 電池の+—極び汗や油でミちれていると、接角を不良をおこす原因になります。乾いた巧 
でよ<拭いてから使巧してください。 

• 長期間の旅行などには、予備の新しい電池を用意することをおすすめします。特に海 
がでは、地域によって入手困難なことびあります。 


液晶モニタについてのごま意 

• 液晶モニタは、液晶の特性上、温度変化などで明るさに多少のムラび出ることがあ0 
ます。 

• 液晶モニタは、高精度な技術を駆使して開発されており、鮮明度-画質等に優れてお 
りますび、画面の一部にドット欠けや、常時点灯するドットびを在する場含びありま 
す（故障ではあ0ません)。予めご了承ください。 

• 万一、液晶モニタび破損した場合、ガラスの破損などでケガをする恐れびありますの 
で、十分ごま意ください。また、中の液晶び皮膚や目に付着したり、口に入ったりし 
ないよラ、十分ごミ主意ください。 

SD メモ IJ — 力ードにごいて 

デジビノでは、同おしている SD 火モ U —カードをご使巧いただくことびでをます。 

A 注意 

SD 方モリーカードは精密な電子部品で作5れています。次のよラな操作は、動作不良や 

故障の原因となりますので、絶対に行わないでください。 

• 端テ部に、手や金属で触れないでください。静電気によって部品に損傷び生じる恐れ 
びあります。 SD ^ モリーカードを扱う前に、必ず接地されている金属に手を触れるな 
どして、身体に帯電している静電気を放電させてください。 

• 曲げたり落としたり、衝撃をちえないでください。 

• 熱•水分•直射曰光を避けて使巧、保管してください。 

• 読み込みや書さ込みび終了するまでは、絶対に電池カバー、カードカバーを開けない 
でください。また、 SD ^ モリーカードを抜かないでください。 

• 分解や改造はしないでください。 

• 乳幼巧に触れさせないでください。誤って飲み込む恐れびあります。 


• SD 火モリーカードには、ライトプ□テクト（書き込 
み禁止）スイッチびついています。このスイッチを下 
にスライドすると、カードへのデータ書き込みび禁止 
され、カードに保存されている画像などのデータび保 
護されます。 



ライトプ□テクトスイッチ 


また、ライトプ□テクトびかかっているカードを使っ 
ての撮影や消まなどはでさません。 

• 大容量の力ードを使巧する場含、カードチェックや消 I_ J 

まび遅くなる場含びあります。 

• 大切なデータは必ずバックアップを取ってください。 

• SD メモリーカードをパソコンで使用する際、 SD 方モ U- カードに保をされているフ 
ァイル（画像データ）の属性を変更しないでください。デジビノで消去などの操作を 
実行したときに、正常な動作びできない場合びあります。 

• パソコンで SD メモ U —力ードに保をされている画像データのファイル名やディレクト 
U 名を変更したり、デジビノによる画像データ攻がのファイルを書さ込んだりしない 
でください。そのモリーカードを入れても、変更した0新しく入れたりした画像 
は、デジビノで再生でをないばかりでなく、デジビノの機能に障害を起こすことびあ 
ります。また、デジビノによって消去されてしまラことびあります。 

• SD^ モリーカードのフォーマットは、必ずデジビノ本体で巧ってください。パソコン 
でフォーマットした場含、 SD メモリーカードび正常に使用でをなくなることびありま 
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本書の誠 


本書は、下の章で構成されています。 

•準備- 


デジビノを双眼鏡として使用する方法と、画像を撮影するまでの準備操作について説明しています。 
撮影をはじめる前に必ずお読みになり、操作を行なってください。 

•クイックスタート- 

一番簡単な撮影方法と再生ち法を説明しています。ずぐに撮該■再生をしたいとさは、この操作方這 
をご利巧 < ださい。 

•モードとメニュ- 

モードの切り誓えやニューの使い方などについて説明していまず。詳しい内容は、「撮影」 r 再生 • 
消去」「設定」の各章をご覧ください。 

•撮該- 

さまざまな撮影の方まや、撮影に関する機能の設定方法について説明していまず。 

•巧を-消去- 

デジビノ. テレビでの再生のち法や消まのしかたを説明していまず。 

♦設定- 

デジビノに関する機能の設定ち法について説明しています。 


•パソコンで画原を見る- 

付属 CD - R 曰 M 内のソフトウエアを使いデジビノで撮該した画债をパソコンで見る方法を説明してい 
まず。 

•付録- 

困ったときの対処のしかたや、アフターサービスの案内をしています。 













同捆品をお認する 



本体 ( DB 200) 



USB ケーブル 
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ソフトウェア （ CD - ROM ) 
( K - SW 2) 



ソフトケース 
















各部のち抑 



液晶モニタを開ける 



ミ主意 


液晶モニタを開ける際は、強い力を加えないで 
くださし、。 






































各部のち抑 


液晶モニタ（開時) 



録音マイク、スピーカーは左ちの接眼レンズ中央-底面側に組み込まれています。 
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ストラップを取り付ける 


ストラップを下図のよラにストラップ取り付け部に箇所）に通して取り付け 
ます。 





準 

備 


a 胃 . 

①感③の順番にストラップを通して、正しい取り付けを行なってください。万一、誤った取り 
付けによりストラップびが•れて本体を落とした場合の損害など、一切の責任は当社では負いか 
ねますのでご了承 < ださい。 
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お幅を合わせる 



準 

備 


デジビノでは、左ちボディを開閉することによって、接眼レンズをのぞくため 
の最適の位置を得ることびでさます。この眼幅調整をすることにより、目標を 
しっかりとらえることびでさます。 

n 液晶モニタを起こず 

旦ピント合わせリングを回し、接眼レンズを繰り出ず 


ピント合わせリング 



14 


B 両眼でのぞき、左ちの視野が重なって一つになるよラに、左ちボディを静 


かにスライドずる 



















視度とピントををねせる 


デジビノに搭載しているカメラ部はオートフォーカスち式ではなく、双眼鏡部 
のピントに連動したマニュアルフォーカスち式です。視度とピントをしっかり 
調整することにより、目標をはっきりとらえることびできるとともに、ピント 
の合った画像を得ることびでをます。 

D デジビノのピント合わせ U ングをわずかに回して、接眼レンズをかし出ず 



□ 


デジビノを目標物に向け、ち眼でち接眼レンズをの 
ぞ< 

この時点ではまだ指標、目標物ともにぼやけています。 

指標/ 











□ ち眼の指標がノいッキリ見えた5、ピント合わせリン 
グを回し、ち眼で目標物にピントを合わせる 

ち眼は指標と目標物び同時に八ツキ U 見えています。 



B 左視度調整リングを回し、を眼も目標物がノいッキリ見えるようにずる 



両眼とち目標物び八ツキ U 見え、ち眼には指標ち八ツキ U 見えています。 

これで視度調整は終了しました。 

なお、接眼レンズの視度調整リングには、視度調整目盛びついていまず。左ちの目 
盛を記憶して目安にすると、次回の視度調整び楽になります。 
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且目標物を変えたときは、ピント合わせリングを回して、目標物にピントを 
合わせる 


視度調整が終了したあと目標物にピントを合わせれば、双眼鏡、力ラ部とち 
同時にピントが含います。 


ミち意 

• 撮影する場合、視度とピントの調整は毎回巧ってくださし、。 

視度とピントをしっかり合わせないと、撮影した画像のピントび合いません。 
•接眼レンズには強い力を加えないでください。強い力び加わると、撮影した 
画像のピントびをわなくなる場合びあります。 



準 

備 


巧旧窺としてのみほ用する 


眼幅、視度の調整を終了ずれば、デジビノを双眼鏡として使用でさます。その 
際、電池を入れる必要はありません。 

目標物のピントは、ピント合わせ1」ングの操作のみで合わせることびでさます。 
使い終わったら、ピント合わせリングを回し、接眼レンズを収納してください。 
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電池を取り付ける 



本傑で巧巧できる電池 

本機では下記の電池が使用でさまず。 

単3アルカ U 電池 （2 本)、単3リチウム電池 （2 本)、 CR-V3U チウム電池パック （1 本) 

ミち意 . 

• 単3ニッケル電池、単3ニッケルマンガン電池、単3ニッケル水素電池ち使巧でをますび、こ 
れらの電池はその特性上、電池の残量表おび適確に表示されない堤合びあります。 

• 単3マンガン電池は使用で击ません。 

• 「電池について」 （4 ページ）をご覧ください。 



旦電池取出しテープを下に敷くように、単3お電池2本を電池室内部の表示 
(+、 一) にあわせて正しい向きで挿入ずる 
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a 琴 . 

• 電池の向さに注意して挿入して < ださい。電池の向さび違 
ラと電源び入りません。 

• CR - V 3 リチウム電池パックを使巧するときも、+、一の向 
をに注意して挿入してください。 

• 電池取出しテープは必ず電池の下に敷いて<ださい。電池 
の下に敷かないと、電池び取り出しにくい場合びあります。 

• 画傲の保を中に電池を絶巧に取り出さないでください。力 
ードやデータの破損だけでなく、本磯の故障の原因となり 
まず。 

凸 電池 カバーを 閉じる 

電池カパーを閉じてか5対物レンズ側に押し込むと□ックされます。 

電池の巧 量 表示 

液晶モこ夕に表示された画で、電池の残量を確認できます。 

画 （緑点灯）：電池びまだ十分に鶏っています。 团 （攝点む）：少し減った状態 

回 （黄点灯）：だいぶ減った状態 □ (ホ点好）：残量びほとんどありません。 

r バッテ U 容量び無くなりました」：メッセージの表示後、電源オフとなります。 

a 胃 . 

• 電池の種類によっては残量表示び適確に表示されない場合びあります。 

• 電池の急激な電圧降下などにより正常に動作をしなくなった場合（例えば、フ U —ズしてし 
まったとをなど)、そのまま放置せず、古い電池を全て巧いて新しい電池と交換してください。 

• 電池の容量びなくなった状態で電源をオンにすると、ち接眼レンズ脇のステータスランプび、 
赤-緑色に点滅し続けます。 



準 

備 


メモ 


• 撮影巧能枚数は、常温で新品の単3アルカ U 電池を使用して、約]已〇枚 （1 枚撮影する毎に液 
貢•モこ夕1已秒ち'卜了）口■能です。 

. 再生時間は、常温で新品の単3アルカ U 電池を使用して、約40分可能です。 

• これらの数値は、当社の測定条件によるちのです。状況•条件により異なります。 
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SD メモ U — カードをセツトする/取0出す 


デジビノでは、撮影した画像は SD >< fU —カードに記録されます。 SD メモリ 
ーカードをセツトするときや取り出すとさは、必ず電源をオフにしてください。 



準 

備 


SD メモ U - 力ードをセツトする 


D 力ードカバーを ① のちにず 6 し、 ② のちへ 
引を上げる 



旦 SD メモ U - カードのラベルをデジビノの 
底面に向け、端モ部（接続面）を挿入□に 
向けて、カチッと音がずるまで巧し込む 

S □メモ U —カードは□ックされます。 
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カードカバーを閉じる 







SD メモ U - 力ードを取 D 出す 


n 力ードカパーを開ける 
□ セットされている SD メモ U — カードをさ 
6に巧し込む 

□ックびはずれ、 S □メモ IJ— カードび手前に出 
てさます。 


旦 SD メモリーカードを取り出ず 
□ 力ードカパーを閉じる 


ま胃 . 

• デジビノでお使いいただけるのは、 SD メモ U —カードのみです。マルチディアカードは使 
用でさません。 

• 俄)東芝製 （32 〜 128MB) および松下電器(株)製 （16 〜已] 2M 日）の SD；)<fU- 力ード 
について、デジビノは動作確認しています。 

• 画债の保存中に SD メモリーカードを絶巧に取り出さないでください。データやカードの破損 
だけでなく、本機の故障の原因となります。 

• SD メモリーカードをセットするとさは、カード側面のライトプ□テクトスイッチの位置にご 
注意ください。 「LOCK」 されていると、記録/編集/消去など書き込みびできません。 

• SD メモリーカードをセットせずに電源を入れると、 LCD 上のノーカードマーク（の33ぺ 
ージ）の表示、本体背面のステータスランプの点滅、ピピピといラ電子音で警告します。 

• SD メモリーカードに空さ容量びなくなったときち、 LCD 上の表示、ステータスランプの点滅、 
電子音で警告します。 
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準 

備 






曰付-時刻ををわせる 



準 

備 


はじめてデジビノの電源を入れると、日時を設定する画面び表示されます。現 
在の曰付と時刻を設定してください。 

n 液晶モニタを起こし、 D 旧 PLAY ボタンを巧ず 


電源びオンになり、液晶モニタに日時設定画面び表示され 
まず。 


^日時設を 


のミ夫定 MEN の房る 


旦▲、▼ボタンを巧し、「年（西暦)」を合わせる 


jSRSS I_ 

2003 / 12 / 1 
00 : 00 

QI9 ミ夫定 肺 m 房る 


B ►ボタンを巧ず 

「月」に ▲ ▼ び表示されます。 


Jemm |_ 

2003 / 12 / 1 
00 : 00 

のミ夫定 MENUj 房る 
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凸 ▲、 ▼ボタンを巧し「月」を合わせ、►ボタン 
を巧ず 

「曰」に ▲ ▼び表示されまず。 


旦田を繰り返して、「曰」「時」「分」を合わせる 


2003 / 2 / 16 


巡ミ尖定 MENUj 房る 

且設定が終了した6、 OK ボタンを巧ず 

設定内容を確認する画面び表示され、撮影できる状態にな0ます。 

作 

• MENU ボタンを押すと、設定びキャンセルされますび、撮影することはでをます。この場合 
は、：欠回電源を入れたとをに再度曰時設定画面び表示されます。また、ここで設定した内容 
は変更びできます（巳6ページ)。 

• 時間表示は24時間表示です。 


声時苗を 


2003 1 2 1 - 
00 : 00 


迎ミ夫定 men い房る 
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クイックスタート 


撮影する 


D スライドレバーを下げ、レンズバリアを開ける 

電子音とともにステータスランプび赤-緑色と点滅し、 

電源びオンになります。また、□に PLA 丫ボタン（電源 
ランプ）び緑色に点灯します。 

B 液晶モニタを起こず 

H 双眼鏡をのぞきなが6ピント合わせリングを回し、ピントを合わせる 

視度調整 （1 曰ページ）をしっかり行ってか5ピントを合わせないと、撮影した 
画儘のピントび含いません。 

□ シャッターボタンを巧ず 

カシャッというシャッター音びして、ステータスランプび緑色に約]秒間点巧し 
ます。 

撮影した画像は SD 方モリーカードに保存されます。 

緑色のステータスランプび消灯すれば、次の撮影びでさます。 

スライドレバーを上げレンズバリアを閉じると、電源びオフになります。また、 
緑色に点灯していた DISPLAY ボタンび消灯します。 

注]! . 

撮影後、ステータスランプび赤色に点滅（手ブレ警告）するとをは、シャッタースピードび 
1/12己秒し: TF の場合です。液晶モニタで画像を確認してください。 



スライドレバー 


^ J ク V ジクスタ—卜 
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巧晶モニタを見なぴ百撮該する 


D スライドレバーを下げ、レンズバリアを開ける 
旦液晶モニタを起こず 

B D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

液晶モニタび点灯し、撮影レンズを通した画像び表示されます。 


凸液晶モニタを見なが S ピント合わせリングを回 
し、ピントを合わせる 

デジタルズーム （1.3 x 〜4.0 x ) を使用して被写体を拡 
大すると、ピントの確認びでをます。 

旦シャッターボタンを巧ず 

シャッターび切れたとさ、液晶モニタび一瞬暗くな0ます（ブリンク）。 

その後、撮影された画像び2秒間表示されます〔クイックビュー)。 

撮影レンズを通した画像び液晶モニタに再び表示されると、次の撮影びでさます。 

また、撮影後、日 K ボタンを押すことにより、画像の確認とボイス_><モ（音声) 
の付加びでさます （27 ページ、3目ページ)。 



メモ 

液晶モニタでピントを合わせて撮影する場合は、視度調整の必要はありません。 














クイックスタート 


再生する 


撮該した画像を1がずつ再生する 


D スライドレバーを上げ、レンズバリアを閉じる 

レンズバリアび閉じていることを確認してください。 


B 液晶モニタを起こし、 D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

最懐に撮影された画像び液晶モニタに表示されます。 
また、 D に PLAY ボタンび赤色に点灯します。 


B 4 . ►ボタンを巧ず 

< ボタンを巧すと前の画像び表示されます。 

► ボタンを押すと次の画憬び表示されます。（最楼に撮影された画像び表示され 
ているときは、一番最初の画儘び表示されます。） 

画像にボイスメモ（音声）び付加されているときは、[のび表示され、シャツタ 
ーボタンを押すことにより、ボイスメモの再生びできます （40 ページ)。 





















最をに撮該した画像を再生する（ワンタッチビュ ー: 


最樓に撮影した画徹をずばやく再生ずることびできまず。 

液晶モニタを見なび S 原露したとを 


D 撮影後に、 0 K ボタンを巧ず 

最後に撮影された画儘び液晶モニタに表示されます。 

再度日 K ボタンを巧すと、撮影できる状態に戻ります。 


双眼鏡をのぞをなび5撮該したとを 

D D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

液晶モニタび点灯し、撮影レンズを通した画像び表示されます。 

旦 0 K ボタンを巧ず 

最後に撮影された画儘び液晶モニタに表示されます。 

が 

• 再生中に画徹を消去ずることびで击まず（ワンタッチ消ま、43ページ)。 

• 再生中に画像にボイスメモ宿声）を付加することびできます （39 ぺージ)。 
• 画像びないとをはワンタッチビューび機能しません。 



一)ク V ツクスタ—卜 

梦 
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E — ドを切り替える 


撮影でをる状態を撮影モード、再生や消去できる状態を再生モードといいま 
す。 

握霞モード 

スライドレバーを下げレンズバ U アを開けると、電モ音とともにステータスラ 
ンプびホ-緑色に点滅して電源び入り、撮影モードになります。 

また、□旧 PLAY ボタンび緑色に点なします。 

電源を切るためには、スライドレバーを上げ、レンズバ U アを閉じます。 

再ちモード 

レンズバ U アび閉じられていることを確認し、液晶モニタを起こしまず。 
DISPLAY ボタンを押すと電源び入り、 D 旧 PLAY ボタンび赤色に点灯すると 
とをに液晶モニタび点巧し、再生モードになります。 

□旧 PLAY ボタンを巧すごとに電源の入/切（液晶モニタと D 旧 PLAY ボタン 
の点巧/消な）を繰り返します。 

レンズノ （ U アとの組み合わせは下表のよラになります。 



液晶モニタ消灯 

液晶モニタ点な 

レンズバ U ア閉状態 

電源オフ 

再生モード（赤色） 

レンズバ U ア開状態 

撮影モード（緑色） 

撮影モード（緑色） 


() は团 SPLAY ボタンの点打色 


I 」モ IK とメ II ユ — 
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L 一を使用する 


液晶モニタび点なしている巧態で MENU ボタンを押すと、液晶モニタにメニュ 
一び表示されます。撮影モードでは撮霞のための機能、再生モードでは再生の 
ための機能び設定できます。 

また、撮影'再生両方にな通する設定項目は、詳細設定メニューとして、両方 
のモードから設定でをます。 


メニ ユーの 操作方ま 


ここでは撮影モード時の「撮影機能」メニュー画面を使って説明します。再生 
モード時ち操作ち法は同じです。なお、詳しい操作については、「撮影」「再 
生-消去」「設定」の各章をご覧ください。 

D 撮影モードで液晶モニタを起こず 

B D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

液晶モニタび点打し、撮彰レンズを通した画像び表示され 
ます。 


B MENU ボタンを巧ず 

「撮影機能」方ニュー画面が表示されます。（選択されてい 
る項目は黄色でおされます。） 



註巧巧を1 


里出補正 
里写倍能 
記资サイス 


1/1 010ミ尖を MENUji 


^】モ IK とメ II ユ— 


が . 

< ► ボタンを押ずと、「詳細設定」メニュー画面び表示されます。 
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□ ▼ボタンを巧す 

黄色表示びメニュー項目に移動します。 


旦▲、 ▼ボタンで項目を選択する 


B 


ボタンで設定を切り替える 


J »ぉ巧能 r 酬備、 


里出浦正 < 0 

連写樓お オフ 

記録サイス ★★ 


1/1 0& 決定 MENUji 


r 8おな能 if 削肪、 

涅出補正 

運写樓お 4 3 

記综ヴイス i 


1/1 0り決定 MENUji 


涅出巧正 0 

連写な能 < オン ► 

B ' または、選択画面びあるときは ► ボタンを巧し、 

還択画面を表示ずる 

選択画面での設定び終了した6、 0K ボタンでメニュー画 
面に戻ります。 

□ 0 K ボタンを巧ず 

設定び終了し、撮霞でさる巧態になります。 


厂 H おな能 ILPMQiaSl 


1/1 0&ミ央定 MEN …房る 


メモ 


メニュー画面、選択画面では、液晶モニタ下部にボタン操作のガイドび表示されますので参 
考にしてください。 

再生モードで MENU ボタンを押すと r 再生機能」メニュー画面び表示されます。その後の操 
作は、ステップ4から7を参照してください。 


^ J モ IK とメ II ユ — 
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原該モードで設定でまるメニユー 



r 撮影おお J メニ 

ニユー 



項目 

内容 

選択 （太 宇は 初期値） 

参照ページ 

露出補正 

露出の補正びでをます。 

-2、-1、0、+1、+2 

3已 

連写機能 

連続撮影びでさます。 

オン、 オフ 

36 

記録サイズ 

画慷の画質び選べます。 

★女 ★ 、★★、女 

37 

再生モードで設定でをるメニユー 



r 再をおお J メニ 

： a — 



項目 

内容 

選択 （太 宇は 初期値） 

参照ページ 

1コマ消ま 

画憬と音声を消去します。 


44 

プ□テクト 

誤って画傲を消去しないよラに 
しまず。 

オン、 オフ 

42 

サムネイル 

画像を9コマ同時に表示します。 


46 

ボイスメモ 

画慷に音声を付加したり、変更 
することびでさます。 


48 

DPOF 

プ U ントする画债の枚数や曰付 
の写し込みを設定でをます。 


49 

全コマ消ま 

全ての画像と音声を消去します。 


4已 

スライドショウ 

画像を連続再生します。 

1砂、3 秒、 已秒 

己] 

0K ボタン 

0K ボタンに再生機能を割り振る 
ことびでさまず。 

無機能、 サムネイル、 DP0F、 

] コマ消去、プ□テクト 

已2 


I 'J モ IK とメ I I ユ — 
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撮影モードでを再をモードでを設定でをるメニユ ー 


r 詳細設定 J メニュー 


項目 

内容 

選択（太字は初期値） 

参照ページ 

フォーマット 

カードを初期化しまず。 


已4 

曰付表示スタイル 

日付の表示形式を設定します。 

年/月/日、月/日/年、日/月/年 

已已 

曰時設定 

曰付/時刻を設定します。 


己巨 

し an 呂 uage/ 言言吾 

メニュー表示などの言語を設定し 
ます。 

日本語、 Enalish、Fran 巧 is、 
Deutsch、Espanol、 

Italiano 

已7 

情報表示 

画面のアイコン表示び選べます。 

全表示、標準、非表示 

已8 

操作音 

ボタン操作時などの電デ音を設定 
します。 

国 1111 1 、 -))1 Ih 1 

1 、 -»] 

60 


電源ランプ D に PLAY ボタンを電源表示ランプオン、オフ 巨1 


として使うことびできます。 

オートパワーオフ 

自動的に電源び切れるよラに設定 
します。 

3分、已分、オフ 

已2 

USB 

USB 接続時の電源供給方式び 
還べまず。 

バスパワ ー 、 セルフパワー 

64 

IJ セット 

設定を初期値に戻します。 


巨己 


^ J モ IK とメ II ユ — 
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撮影情巧を表示する 


撮影時（レンズバリア開時)、撮影情報を液晶モこ夕に表示することがでさます。 
D 侶 PLAY ボタンを押し、液晶モこ夕の点灯/消灯を切り替えます。 


メモ 

• 撮影方法については「撮影する」 （24 ページ）をご覧ください。 

• デジビノの接眼レンズで確認で去る範囲（視野率）は、実隙に記録される画傲の約7己％です。 
したびって、レンズをのぞいて見た視野よりち、実際に記録される画债はをかにくなります。 
また、液晶モニタ上の画懷と記録される画傲はほぼ同じものとなります。 


巧届モニタ点な時 


撮影情報が液晶モこ夕に表示されます。撮影情報の表示形態は3段階に切り替 
えることがでさます（日8ページ)。 


デジタルズーム倍率一I撮影モードマーク 
(34 ベージ） I—— 


連写 マーク 
(36 ベージ) 


電池残量マーク—— 
(19 ベージ。「情報 
表示」で「標準」を 
選択した場合、已秒 
間表示された後、消 
えます。） 



露出補正 マーク 
(3 已ぺージ） 

撮影巧能な残り枚数 


ノーカードマーク 
に]ページ） 

曰時 （r 情報表示」で 
「標準」を選択した場合、 
已秒間表示された後、消 
えます。） 



1 


巧晶モニタミ肖む時 

液晶モこ夕は消灯しますが、撮影は可能です。 
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被写巧の大ををををえる（デジタルズーム) 


デジタルズームを使うと、画像を拡大して撮景さすることびできます。 


D 撮霞モードにずる 
旦▲ボタンを巧ず 

1回巧すと 1.3 倍、吕回巧すと 2.0 倍、3回巧すと 3.0 倍、4回巧ずと 4.0 倍になりま 
す。 

▼ボタンを押すと縮小します。 



メモ 


•1.3 倍デジタルズーム使用時の撮影画像の大ささは、接眼レンズで確認でをる範囲とほぼ同じ 
大きさ（視野と写野びほぼ一致）になります。 

• 3 .日倍および 4 .日倍デジタルズーム使用時の撮該画像の大ささは、 2.0 倍使用時と同じ大ささ 
です。 3.0 倍および 4.0 倍デジタルズームは主にピント合わせにお使いください。 


記録サイズ 



★★女、 ★★ 

★ 

] .。倍 

1280 X 960 pixel 

640 X 480 pixel 

].3 倍 

1024 X 768 pixel 

640 X 480 pixel 

2.0 倍 

巨40 X 480 pixel 

640 X 480 pixel 


* 記録サイズび★★★、★★のときは、トリミング処理で対応しています。 
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露出を捕正する 


意図的に露出をオーバー（明るく）やアンダー（暗く）にして撮影ずることが 
でさます。 


D 「撮影機能」メニューを表示ずる （29 ページ) 
B ▼ボタンを巧し、「露出補正」を還おする 



1/1 


巡ミ尖定 MENUj 房る 


旦イ、►ボタンを巧し、お好みの露出補正値を選択 
ずる。 

+2 ；適正霞出より2段階明るくな0ます。 

+1:適正霞出より]段階明るくな0ます。 

日：適正露出にな0ます。 

-1 :適正霞出より]段階暗くな0ます。 

-2: 適正霞出より2段階暗くな0ます。 

□ 0 K ボタンを押ず 

日政がに設定すると、液晶モニタに 因び 表示され、撮影できる状態になります。 


1 aiRgir r 註巧な定1 

呈出捕正 4 

里写稱能 5 

記録サイス 1 


1/1 


巡ミ尖定 MENU；! 


1 


メ t . 

•電源をオフにすると、補正値は0に戻ります。 

• 極端に明るいときや極端に暗いとさは、露出補正び効かない場合ちありまず。 
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連続して撮影する（連写機能) 


シャッターボタンを巧しているあいだ、連続して撮影することびでさます。秒 
已コマで最大10コマまで撮霞でさます。 



隱 


n 「撮該機能」メニューを表示ずる （29 ぺージ) 
旦▼ボタンを巧し、「連写機能」を還択ずる 


risa 能 If 脚艇 1_ 

涅出巧正 0 

連写な能 < オフ ► 

記録サイス ★★ 


1/1 0&決を MENUj 房る 


旦イ、►ボタンを巧し、「オン」を還択ずる 


□ 0 K ボタンを巧ず 

画面左上に〇]び表示され、撮彰できる巧態にな D ます。 


ri お巧能"註抽投定\ 


涅出巧正 
連写なお 
記録サイス 


占 


1/1 〇&決定 MENUj 房る 


旦シャッターボタンを巧し、連写を始める 

シャッターボタンを巧しているあいだは、連続して撮影されます。 
シャッターボタンを離すと撮影び終了します。 


メモ 

• 砂己コマの最大スピードは、記録サイズび S. ファイン、ファインのときに実現されます。エコ 
ノ S —のとさは、若干遅くなりまず。 

• 連写時は液晶モニタのブリンク （2 已ページ）はありません。 
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画質を選}尺する（記録サイズ) 


撮影ずる画像の画質を3通りのなかから還ぶことびできます。 


n 「撮影機能」メニユーを表示する （29 ページ) 
B ▼ボタンを巧し、 r 記録サイズ」を選択ずる 


r 战•巧 fPWBs 1 _ 

屋出補正 0 

里写按辨 オフ 

記録サイズ 


1/1 巡ミ尖定 menuj 房る 


旦イ、►ボタンを巧し、お好みの記録サイズを選択 
ずる 

凸 0 K ボタンを巧ず 

撮霞でさる状態にな0ます。 

記録サイズと画頁 


SKfit 能'!厂圧 MRS 


屋出補正 
里写按辨 
記録サイズ 


ふ 

★★★ 


1/1 巡ミ尖定 画い房る 


記録サイズ 

撮影可能枚数* 

画質 

★ ★★ S . フアイン 
1280 X 9巨0 pixel 
(低圧縮率） 

約已〇枚 

画質モードの中の最高画質です。保をしておさたい画债 
や、プ U ントアウトしたいとき、パソコンに取り込んで 
編集したいとさなどに選択してください。 

★★ フアイン 

1280 x 960 pixel 
(高圧縮率） 

約10弧 

初期設定で選択されています。 

★ エコノミー 
巨40 X 480 pixel 

約30□枚 

画質モードの中で最ををくの枚数を撮影することびでさ 
ます。ファイルサイズびルさく、 E メール添付などの用 
途に適しています。 


* この数値は、 ] 日 MB の SD メモ U —カードを使用した場合です。この数値は、当社で設定した標準 
撮影条件によるちので、被写体、撮該状況、撮該モード、使用する SD メモ U —カードなどにより 
変わります。 
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画像情巧を表示する 


再生モード時（レンズバリア閉時）、再生画像の情報を液晶モこ夕に表示する 
ことがでさます。 

DISPLAY ボタンを巧し、液晶モニタの点灯/消灯を切り替えます。 


が . 

基本的な再生方法については r 再生ずる」 （2 巨ページ）をご覧ください。 


お届モニタ点な時 


画像情報が液晶モこ夕に表示されます。画像情報の表示形態は3段階に切り曽 
えることがでさます（已8ページ)。 


ボイスメモ マーク—— 
(39、40ぺージ） 

デジタルズーム7—ク 
(41 ベージ） 


電池残量 マーク—— 
(1 日ページ。 r 情報表 
示」で「標準」を選択 
した場合、已秒間表お 
された後、消えます。） 


再生モードマーク I -ノオルタ名 



ファイル名 


プ□テクト マーク 
(42 ベージ参照） 


撮影曰時（「情報表 
示」で「標準」を選 
択した場合、已秒間 
表示された後、消え 


ます。） 


巧晶モニタ消灯時 

電源がオフになります。 





















撮影直をの画像にボイスメモ（音青）をは加する 


ワンタッチビュー （27 ページ）で再生した画像にボイスメモ（音声）を付加 
することがでさます。 

D ワンタッチビューで再生ずる 

最後に撮影された画儘び液晶モニタに表示されます。 

旦►ボタンを巧ず 

録音び開始します。 

録音中は「のび点滅します。録音は8秒間可能です。 

録音しない場合は、日 K ボタンを押すと、撮影できる状態にな0ます。 

画像を消まするときは、シャッターボタンを押します （43 ページ)。 

B 再度、►ボタンを巧ず 

録音び終了し、撮影でさる状態になります。 

► ボタンを巧さなくても、8秒間で録音は終了します。 

メモ 

• 左ちの接眼レンズ中央■底面側に向かって、10 〜 SOcm くらいの距離で話すと、 A ッキ U と 
録音で击まず。 

•録音したボイスメモを再生するとさは、レンズバ U アを閉じて再生モードにし、シャッター 
ボタンを押してください。 




39 




ボイスメモを再生する 


D 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、画像を選択ずる 

ボイス方モの付加された画像には[のび表示されます。 

旦シャッターボタンを巧ず 

ボイスメモの再生び始まります。再生中は「のび点滅します。 

旦シャッターボタンを再度押ず 

ボイスメモの再生び停止します。 

シャッターボタンを再度押さなくてち、録音部分び終了すると（最長8秒間)、自動 
的に停止します。 

メモ 

• ボイス ><モの音量調節はでさません。 

• ボイス方モは、左ちの接眼レンズ中央付近から聞こえます。 


再生•消去 
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拡大して再生する（デジタルズーム) 


再生する画像をあ大して表示することびできます。撮影をのピントお認などに 
便和です。 

D 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、拡大ずる画像を選択ずる 
B ▲ボタンを巧ず 

逞巧された画像の中む部分びあ大表示されます。 

1回巧ずと！.巳倍、2回押すと 2.0 倍、3回押すと2.已倍、4回巧すと 3.0 倍にな0ま 
す。 

▼ポタンを押すと、拡大された画像び縮小されます。 

y=E. 

. 4 ボタンを押すと前の画憬、 ► ボタンを巧すとなの画像び通常再生されまず。 

• 拡大した部分の移動はでをません。 




大事な画像を巧す（プ□テクト) 


大事な画像を誤って消去しないようプ□テクト（な護）することびできます。 
プ□テクトされた画像には因び表示されます。 


D 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、プ□テクトずる画像を選択ずる 
旦 MENU ボタンを巧ず 

「再生機能」メニューび表示されます。 


旦▼ボタンを巧し、「プ□テクト」を選択ずる 


J 再生巧能 f 结抽備 ' _ 

ーコマ消去 

ブ□テクト ••オフ ► 

サムネイル 
ボイスメモ 
DPOF 


化}ミ夫定 MENUj 房る 


□ 4 . ►ボタンを巧し、「オン」を還択ずる 


旦 0 K ボタンを巧ず 

n で遲おされに画像びプ□テクトされます。 


J 再生巧能 r 註抽備 1_ 

—コマ消去 

ブ□テクト < オン ► 
サムネイル 
ボイスメモ 
DPOF 


化> ミ夫定誦山房る 


プ□テクトを巧なずるには 

① n でプロテクトされている画像を選がする。 
③凸で「オフ」を選択する。 


. 

SD メモ U —カードのライトプ□テクトスイッチび 「 LOCK 」 側のときは、プロテクト設定/解 
除はでさません。 
















画像を消去する 


最をに撮該した画像を消去する（ワンタッチ消去) 


ワンタッチビュー （27 ページ）で再生した画像を消去することびでをます。 


n ワンタッチビューで再生ずる 

最樹こ撮彰された画像び液晶モニタに表おされます。 



□ シャツターボタンを巧ず 

消去確認画面び表示されまず。 


コマミ肖去 ^ 

船 

キャンセル 

巡ミ夫定 巡!化 J 戻る 


旦▲ボタンを巧し、「消ち」を選択する 
田 0 K ボタンを巧ず 

画像びミ肖去され、撮霞でさる状態にな D ます。 


尸コマ船 


消去 

キャンセル 


巡ミ夫定 men い房る 


















1 画像ずつ消まする/ボイスメモを消去する 


n 

旦 

B 


再生モードで、イ、►ボタンを巧し、消去ずる画像を選択する 


MENU ボタンを巧ず 

「再生機能」メニューび表示されます。 

▼ボタンを巧し、「1コマ消去」を選択ずる 


「 再生巧能结抽をを L 


—コマ船 
ブ□テクト 
サムネイル 
ボイスメモ 
DPOF 


1/2 


のミ夫定 MENUj 房る 


□ ►ボタンを巧ず 

消去確認画面び表示されます。 


户マミ肖去 


船 
音青;肖ま 
キャンセル 


のミ夫定 MENUJ 房る 


B ▲ボタンを巧し、「消去」を選択ずる 

ボイス方モび付加された画像のとを「消ま」を選択すると、 

画儘とボイス^モの両方び消去されます。 

ボイスメモのみ消去したいとさは、「音声消去」を選択し 
て < ださい。 

ボイスメモび付加されていない画像のと走は、 r 音声消去」 

は選択項目として表示されません。 

且 0 K ボタンを巧ず 

n で選択された画像、画像とボイスメモ、あるいはボイスメモび消去されます。 


户マミ肖ち 


ミ肖モ 
音再;肖ま 
キャンセル 


のミ夫定 MENUJ § 























を画像をまとめて消去する 


D 「再生機能」メニューを表示する （29 ページ) 
□ ▼ボタンを巧し、「をコマ消ま」を還択ずる 


B ►ボタンを巧ず 

消去確認画面び表示されます。 


田▲ボタンを巧し、「を画像消去」を選択ずる 
旦 OK ボタンを巧ず 

イ呆存されている全画像、全ボイスメモびミ肖去されます。 


を意 

• 消去した画傲、ボイス六モは復元でをません。 

• プ□テクトされている画撒、ボイスメモは消までをません。 

• SD メモリーカードのライトプ□テクトスイッチび 「 LOCK 」 側のときは、消までをません。 


r 5を。能 f 穿巧な定1 

全コマ船 

スライドショウ 3砂 

0 K ボタン 無株能 


2/2 巡ミ尖定 MENUJ 房る 


戸コマ船 ) 

すべての画廣ぴ 
ミ肖去されます。 

を画夜;肖モ 
キャンセル 


化)ミ夫定巡 uy ； 戻る 


戶コマ船 1_ 

ずべての画廣び 
ミ肖去さ打ます。 

を画を！肖モ 
キャンセル 


巡ミ尖定 MENUJ 房る 
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9 画像ずつ再をする（サムネイル) 


液晶モニタに9コマの画像を同時に表示でさます。見たい画像をすばやく検索 
することびでさます。 

II 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、画像を選択ずる 
旦 MENU ボタンを巧ず 

「再生機能」メニューび表示されます。 

B ▼ボタンを巧し、「サムネイル」を選択ずる 


广 S ま。能 リ穿細臨1 

ーコマ消去 

ブ□テクト 3 

サムネイル 
ボイスメモ 
DPOF 


1/2 


のミ夫定誦の房る 


□ ►ボタンを巧ず 

n で選択された画像を中央にして、日画像び表示されます。 


0 ▲、 ▼ 、イ、►ボタンで見たい画像を選択ずる 

左列の画像を選択しているときに、ィボタンを巧すと、 
前の目画儘び表示されます。 

ち列の画像を選択しているときに、 ► ボタンを巧すと、 
次の目画儘び表示されます。 



西 

% 

醒 





























B OK ボタンを押ず 

選択された画儘び 1 枚表示されます。 
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ボイスメモを追加/を更する 


ボイスメモのない画像にボイスメモを加えたり、既に録音されているボイスメ 
モを変更することびでをます。 

D 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、ボイスメモを追加/変更ずる画像 
を選択ずる 

旦 MENU ボタンを巧ず 

「再生機能」メニューび表示されます。 

B ▼ボタンを巧し、「ボイスメモ」を選択ずる 


□ >ボタンを巧す 

録音スタンバイとなります。 

録音しない場合は MENU ボタンを押すと再生モードに戻り 
まず。 

B >ボタンを巧す 

録音び開始します。録音中は[のび点滅します。録音は8 
秒間可能です。 

既にボイスメモび録音されている場合は、上書さされまず。 

B ►ボタンを巧す 

録音び終了し、再生画面に戻ります。 

► ボタンを巧さなくても、8秒間で録音は終了します。 

ま意 

• SD メモ U - 力ードのライトプ□テクトスイッチび 「 LOCK 」 側のとさは、ボイスメモを追 
加/変更でをません。 

• プロテクトされた画像には、ボイスメモを追加/を更でをまはん。 

















fij ントサービスの設定をする （DPOF) 


SD メモ U - 力ードに保存した画像は 、 DPOF (Digital Print Order Format ) 
対応プ U ンタやラボプ U ントサービスでプ U ントできます。 

を画像ごとに次の項目を設定することびでさます。 

枚数：プリントする枚数を設定します。99枚まで設定びでをます。 
日付：プリントする画像に日付を入れるか入れなしぶ巧設定します。 

D 再生モードで、イ、►ボタンを巧し、プリント指定ずる画像を選択ずる 
□ MENU ボタンを巧す 

「再生機能」メニューび表示されます。 

旦▼ボタンを巧し、 「 DPOF 」 を選択ずる 


J 巧生。お f 肖巧巧を1 


—コマ船 
ブ□テクト 
サムネイル 
ポイスメモ 
DPOF 


1/2 


巡ミ夫定 MENUii 


□ ►ボタンを巧ず 

DPOF 設定画面び表示されます。 

初期値は、枚数「日」、日付「オフ」に設定されています。 


巧巧 

曰け 


ふ 


巡ミ尖定巡化》戻る 
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旦イ、►ボタンで枚数を設定する 

枚数は、〇〜日日枚の設定びでさます。 


B ▼ボタンを巧して「日付」に移り、イ、►ボタ 
ンで設定ずる 

オン：プリントに曰付を入れます。 

オフ：プリントに曰付を入れません。 

H OK ボタンを巧ず 

設定した値でプ1」ントでさます。 

メモ 

すでに DPOF び設定されている画像は、設定された枚数と曰付のオン/オフび表示されます。 
解除するとさには、枚数を0に設定してください。 

ミち意 

• プ U ンタやラボのプ U ント機器によっては、 DPOF の設定びされていてを、プ U ントに日付 
び写し込まれない場合びあります。 

• SD メモ U- 力ードのライトプ□テクトスイツチび 「LOCK」 側のときは、 DPOFi 受定はでを 
ません。 


fDPOF 

巧数 
日付 


ふ 


のミ夫定 麵)房る 


欄 

日付 


ふ 


化!ミ夫定 menu ,! 
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連続して再生する（スライドショウ) 


撮影した全画像を連続して再生することびできます。 

n 「再生機能」メニューを表示ずる （29 ページ） 

B ▼ボタンを巧し、「スライドショウ」を選択ずる 


J 再を。ぉ Tiros' 

をコマ船 

スライドショウィ 3巧 ► 

0 K ポタン 無保能 


2/2 


巡ミ尖定 menuj 房る 


旦4、►ボタンを巧し、お好みの再生間隔を選択ず 
る。 

「1秒」「3砂」「己秒」のなかか5選択することびでさます。 

凸 0 K ボタンを押ず。 

選択された間隔で再生び開始します。 

B 任意のボタン（シャッターボタンを除く）を巧ず 

スライドショウび停止します。 


r 5を。能 f 穿巧な定1 _ 

をコマ船 

スライドショウ已砂 ► 
0 K ボタン 無保能 


2/2 


巡ミ尖定 MENU , 房る 


メ韦 

スライドショウはボタンを巧して停止させるまで繰り返します。 

















OK ボタンに再生機能を割り振る 


再生モードのとき、 0K ボタンに次の機能のひとつを割り振ることびできます 
-無機能、サムネイル、 DPOF、 1コマ消去、プ□テクト。 


D 「再生機能」メニューを表示ずる （29 ぺージ) 
旦▼ボタンを巧し、 「0 K ボタン」を選択ずる 


旦4、 ►ボタンで割り振る機能を選択する 

機能は「サムネイル」 ropoF」 「1〕マミ肖去」「プ□テクト」 
のなかか5逞択ずることびでさます。 

初期設定は無機能になっています。 


r 5生巧能 if 酬備 1_ 

全コマ消去 

スライドショウ 3秒> 

0 K ボタン < 巧辖能 ► 


2/2 


化ミ夫定 MENUj 戻る 


J 再生篇§ 0~脚巧£1 

全コマ消去 

スライドショウ 3秒> 

0 K ボタン ■< ブ□テクト ► 


□ 0 K ボタンを巧ず 

選おされた機能び日 K ボタンに割り振5れまず。 


2/2 


019ミ夫定 MEN の房る 















テレビで画像を見る 


付属のビデオケーブルを使用すると、テレビなどビデオ入力端テを備えた機器 
をモニタにして撮影や再生びできます。ケーブルを接続するとをは、テレビと 
デジビノの電源を必ずオフにしてください。 

D デジビノの USB / ビデオ端テカバーを開を、 USB / ビデオ端テに付属のビ 
デオケーブルを接続ずる 

n ビデオケーブルのちラーちの端テを、テレビの映像入力端テに接続ずる 
B テレビとデジビノの電源を入れる 
□ デジビノで撮影や再生をおこな5 

デジビノの撮霞レンズを通した画像や再生画像び、テレビに表示されます。 

メモ 

• 接続する機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

• デジビノはビデオ出力方式 （NTSC、PAL) を切り替えることびでさます。左ちボディを開 
じ、電池カバーを開けて電池を取り出ずと、切替えスイッチびあります。必要に応じて、ピ 
ンセットや精密ドライバなど先の細い工具を使巧して切り替えてください。（工場出荷時は、 
日本国内仕様 (NTSC) になっています。） 
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SD メモリーカードを初期化する（フォーマット) 


SD メモ U- 力ードに保存されているすべてのデータを消去します。 

D r 詳細設定」メニューを表示ずる （29 ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、「フオーマット」を選択ずる 


B ►ボタンを巧ず 

フ オーマツ ト画面が表示されます。 


□ ▲ボタンを巧し、「フオーマット」を選択ずる 


旦 0 K ボタンを巧ず 

フォーマツトび開始されます。 

フォーマツトび終わると撮影モードまたは再生モードにな 
0ます。 

注意 

• この操作を行なラと、プ□テクトされた画撒も消去されます。 

• SD メモ U- 力ードのライトプロテクトスイッチび 「LOCK」 側のとをは、フオーマットでを 
ません。 


JjlRfilffiJ 資抽をを L 


フォーマット 

> 

日付き示スタイル 

年/月/日 

B 時設定 

2003/ 2/16 

Lanauaae 盾語 

白本語 

情巧表で 

摄準 

▼ 



1/2 0 K ) ミ結刪…房る 


&才ーマット L 

力ード巧のずべての 
データぴ消去されます。 

フォーマット 
キャンセル 


化)ミ夫定 MENUj 房る 


6才ーマット L 

力ード巧のずべての 
データぴ消去されます。 

フオーマジ ト 
キャンセル 


のミ夫定 MENUj 房る 

























曰付の表示スタイルを選}尺する 


液晶モニタに表示される日付の表示スタイルを還択できます。 


n 「詳細設定」メニユーを表示ずる （29 ぺージ） 

B ▼ボタンを巧し、「曰付表示スタイル」を選択ずる 


fm^m If 詳巧茵定 L 


フォーマット 
曰忖表示スタイル< 

年/月/日 ► 

Q 時設定 

2003/ 2/16 

Lanquaqe/^P 

日本語 

巧狂表。 

標を 

▼ 



V 艺 010ミ尖を画叫房る 


旦イ、 ►ボタンを巧し、お好みの表示スタイルを還 
択ずる 

「年/月/日」 r 月/日/年」「日/月/年」のなか占、5還択する 
ことびで走まず。 


Immm If 詳巧窗定し 


フオ ー7 ツト 

曰忖表示スタイルィ 

月/日/年 ► 

Q 時設定 

2003/ 2/16 

Lanquaqe/M^ 

日本語 

巧狂表。 

wm 

▼ 



V 艺 0 KJ ミ尖を MENU , 房る 


□ OK ボタンを巧ず 

設定した曰付表おで撮影モードまたは再生モードにな0ます。 

















曰付-時刻をを更する 


設定されている日付-時刻を変更することびできます。 

D r 詳細設定」メニューを表示ずる （29 ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、「日時設定」を還択ずる 


占お）！資抽錦し 


フォーマット 


日付き示スタイル 

年/月/日 

B 時設定 

2003/ 2/16 > 

Lanauaae 盾語 


情報表で 

摄準 

▼ 



1/2 OK ) ミ結刪…房る 


B ►ボタンを巧ず 

曰時設定画面び表示されます。 



設定方法は、「曰付•時刻を合わせる」 （22 ぺージ）をご覧ください。 
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里を巧更する 


メニューやエラーメッセージなどに表示される言語を変更します。 


n 「詳細設定」メニューを表示する （29 ぺージ） 

B ▼ボタンを巧し、 「 Lan 巨 ua 有 e / 言語」を選択する 


JWKmT 削版！_ 

フォーマット 

日村表示スタイル 年/月/日 
日時設定_ 2003/ 2/16 

■•anguage/S^ 4 日本語 ► 
情狂表示 揉を 

1/2 巡ミ尖定 服 NUJ 房る 


旦イ、►ボタンを巧し、お好みの言語を選択ずる 

「日本語」懊副「フランス語」「ドイツ語」「スペイン語」 
「イタリア語」のなかから選択することびでさます。 

凸 OK ボタンを押ず 

撮影モードまたは再生モードになります。 


丄 ftecJHode Set - 叩し 


Format 

Date Style yy/mm/dd 

Date Adjust 2003 / 2/16 
Language English ► 

Display icon Normal 


1/2 巡 Ok MENU} Exit 


メニューやエラーメッセージは選択された言語で表示されるよラになります。 
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アイコン表示を選}尺する（情報表示) 


液晶モニタに表示する撮嚴モード時の撮影情報、再生モード時の画像情報を、 
3段階に切り替えることびできます。 

D r 詳細設定」メニユーを表示ずる （29 ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、「情報表示」を還択ずる 


I mmV Kill 臨！_ 

フォーマット 

日が表示スタイル 年/月/日 

日時設定_ 2003/ 2/16 

Language 盾語 日本語 

情報表示 < 標を ► 

1/2 〇&ミ央定 肺 m 房る 


旦イ、►ボタンを巧し、お好みの設定を選択ずる 


□ OK ボタンを巧ず 

撮彰モードまたは再生モードになります。 


I auawiiFsa 錦1_ 

フォ—マット 

日が表示スタイル 年/月/日 
日時設定_ 2003/ 2/16 

Language 盾語 

情報表示 4 全表示 ► 

1/2 〇&決定 肺 m 房る 

















涅巧項目と表示されるアイコン 


撮影モード時 



アイコン表示 

全表示 

標準 

連写マーク 

表示 

表示 

デジタルズーム倍率 

表示 

表示 

撮影モードマーク 

表示 

表示 

露出補正マーク 

表示 

表示 

残り撮影枚数 

表示 

表示 

電池残量マーク 

表示 

已秒間表示 

ノーカードマーク 

表示 

表术 

曰時 

表示 

已秒間表示 


再をモード時 



アイコン表示 

全表示 

標準 

デジタルズーム7—ク 

表示 

表示 

ボイスメモマーク 

表示 

表示 

再生モードマーク 

表示 

表示 

フォルダ名-ファイル名 

表示 

表示 

プ□テクトマーク 

表示 

表示 

電池残量マーク 

表示 

已秒間表示 

撮影曰時 

表示 

已秒間表示 


*1 ■が表示」を選択すると、ノーカードマークじ(外の全てのアイコンび表示されなくなります。 

* 己秒間表示した情報を再表示させたいときは、電源を入れ直すか、モードを切換えてください。 


























操作音量を切り替える 


操作したときの「ピッ」といラ音量を切り替えます。無音から最大音量まで4 
段階に切り替えることびでさます。 

D r 詳細設定」メニューを表示ずる（吕9ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、「操作音」を選択ずる 


1敝。お] T 資抽錦1_ 


"川 


操作音 
里源ランプ オフ 

才ートバワーオフ 3巧 
USB バスハ.っ一 


2/2 


化ミ夫定 MENUJ 巨 


旦イ、►ボタンを巧し、お好みの音量を選択ずる 
無音 "111=1 
音量ル ■111 ■■ I 
音量中 "11 1 圓 I 
音量大 


J 齡。 ffi ] r 结抽錦1_ 


■ 0)5 


操作き 
里源ランプ オフ 

才ートバワーオフ 3巧 
USB バスバっ一 


2/2 


化ミ夫定誦山房る 


□ OK ボタンを巧ず 

撮影モードまたは再生モードになります。 


メモ 

無音時はシャッター音も消えます。 


















電源ランプをオン/オフする 


電源び入っているとをに□旧 PLAY ボタンを点灯させ、電源表示ランプとして 
使うことびできます。また、点なさせないよラにすることもできます。 


D 「詳細設定」メニューを表示ずるに9ぺージ) 
B ▼ボタンを巧し、「電源ランプ」を選択ずる 


fm^m If 詳細窗定 L 




操巧音 


里源ランプ 1 

オン ► 

才ートバワーオフ 

3巧 

USB 

K スパヮー 

U セット 



2/2 巡ミ夫定 MENUJ 戻る 


旦イ、►ボタンを巧し、「オン」と「オフ」を切り 
替える 

「オン」のと舌□倍 PLAY ボタンは下記の色で点打します。 
撮影モード：緑色 
再生モード：赤色 


If 詳巧围定 L 


操巧音 


里源ランプ -« 

オフ ► 

才ートバクーオフ 

USB 

リセット 

3巧 

K スパワ— 


2/2 OK ) ミ尖を MENUJ 房る 


凸 0 K ボタンを押ず 

撮影モードまたは再生モードになります。 
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L 才ートパワーオフを設定する_ I 


一定の時間なにち操作しないとさは、自動的に電源び切れるよラに設定でさま 
す。 


n r 詳細設定」メニユーを表示ずる （29 ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、「才ートパワーオフ」を還択ずる 


J 齡。お J ■資抽錦 L 


■")6 


操作音 
里源ランプ オン 

才ートバワーオフ** 3巧 

USB バスハ.っ一 


2/2 


のミ夫定 MENUji 



旦イ、►ボタンを巧し、お好みの時間を選択ずる 

「3分」「日分」「オフ」のなかか5選択することびでさます。 


凸 0 K ボタンを巧ず 

撮影モードまたは再生モードになります。 


nr mum I 


操作き - I リ [KD 

里源ランプ オン 

才ートバワーオフ ■* 己巧 
USB バスバっ一 


2/2 


のミ夫定 MENUJ 房る 


メモ 

• スライドショウで再生しているとさや、 USB 接続をしているときは、この機能は働きません。 
• 「オートパワーオフ」を「オフ」に設定した場合で电、60分間何も操作しないときは、自動 
的に電源び切れます。 
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才ートパワーオフげ態か s 復帰する 


垣影モード時 

レンズバリアを一度閉じてから再度開さます。または、レンズバ U アを開いた 
まま DISPLAY ボタンを押します。 

再をモード時 

D 侶 PLAY ボタンを押します。 
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USB 接続時の電源を切り替える 


デジビノはバソコンと US 目接続したときの電源供給方式を選択できます。通 
常はパソコンから電源供給されるよラ「バスバワー」に設定します。 USB 八 
ブなどを使用して電源供給されない場合には、「セルフパワー」に設定してく 
ださい。ただしバスパワーの場合でも、デジビノには電池を入れておいてくだ 
さい。電池び入っていないと作動しません。 

D r 詳細設定」メニユーを表示ずる （29 ぺージ） 

旦▼ボタンを巧し、 「 USB 」 を選択する 


「 敝。おリ 註抽錦'!_ 

操作音 -"IIKD 

里源ランプ オン 

才ートバワーオフ 3巧 

USB <パス A で- 


2/2 


化ミ夫定 MENUJ 巨 


H イ、►ボタンを押し、「バスパワー」と「セルフ 
パワー」を切り曾える 

バスパワー：パソコンか5電源供給されます。 

セルフパワ ー :デジビノの電池を使用します。 


[ 能][■离抽設を1_ 


操作き -1)1 [KD 

里源ランプ オン 

才ートバワーオフ 3巧 
USB セルス巧一 I 


2/2 


のミ夫定 MENU ) 房る 


□ 0 K ボタンを巧ず 

撮影モードまたは再生モードになります。 

















設定を初期値に戻す（リセット) 


旧時表示スタイル」「日時設定」 「Lan 邑 ua 目 e/ 言罰し U 外の設定内容を初期値 
(工場出荷時の設定）に戻すことびでさます。 


D 「詳細設定」メニューを表示ずる （29 ページ) 
B ▼ボタンを巧し、「リセット」を還択する 


旦►ボタンを巧ず 

U セツト画面び表示されまず。 


巧 pHB 留定 


■nil 


操巧音 
更源ランプ 
才ートバワーオフ 3巧 
USB K ス A で- 


の ミ尖定 MENUj 房る 


fu セット L 

ずべての設定を 
巧巧状態に戻しまず。 


凸▲ボタンを巧し、「リセット」を還おする 


キャンセル 
巡ミ夫定 menu , 房る 


ru セット 1_ 

ずべての設定を 
巧巧状態に戻しまず。 


旦 OK ボタンを巧ず 

各種設定び初期値に戻り、撮影モードまたは再生モードに 
なりまず。 






















Windows パソコンで画像を見る 


付属の USB ケーブルと付属のソフトウエアを使用ずると、デジビノで撮影し 
た画像をパソコンで閲覧.編集-プ U ントでさます。 

添付ソフトウエアのご径な 

付属の CD - ROM には、次のソフトウエアび含まれます。 

• USB ドライバ (Windows 98 SE のみ） 

•画像閲覧用ソフト ( ACDSee ™) 

システム巧境 

• 0 S : Windows 98 SE / Me / 2000 /XP 

• CPU : Pentiuml ； ■(降を巧奨 

•八ードディスクの空容量 ： ISMBliLh 

• US 目ポートび標準で搭載されていること 




ソフトウエアをインス I ルする （Windows 98 SE のみ) 


必要なソフトウエアをインストールします。 

USB ドライパをインストールずる 

メ韦 

Windows Me/ 2000 /XP では、付属の US 巨ドライバをインス i ルする必要はありません。 

D パソコンの電源を入れる 

B 付属の CD - ROM を、パソコンの CD - ROM ドライブにセットずる 

B デジビノの電源をオフにして、付属の USB ケーブルでパソコンとデジビノ 
を接続ずる 


y=E 

US 日ケーブルはしっかり奥まで差し込んでください。 






















□ 「新しい八ードウてアの追加ウイザード」画面が表 
示される 

旦「次へ」をクリックずる 

B 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索ずる 
(推奨)」び還択されていることを確認して、「巧へ」 
をクリックずる 


□ 「検索場所の指定」をチェックして、 CD - ROM ド 
ライブび還択されていることを確認し、「巧へ」を 
ク U ックずる 

「PENTAX USB DISK Device」 び表示されます。 

回「次へ」をクリックずる 

「新しい八ードウェアデバイスに必要なソフトウェアびイ 
ンストールされました」と表示されます。 


f 画像を見る 
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il 「完了」をク u ックずる 



ACDSee ™ をインストールする 

ACDSee ™ をインス I ルすると、撮影した画像をパソコンで見ることびで 
さます。 

n パソコンの電源を入れる 

n 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ドライブにセットずる 

ACDSee™ のインストーラーび自動的に立ち上びります。 

旦「日本語」をクリックずる 
□「 ACDSee 」 をクリックずる 

セットアップ画面び表示されます。 

画面の指示に従い、インスIル作業を進めてください。 


が 

「QuickTime」 のタウン□-ド画面び表示された場含、「閉じる」をクリックして構いません。 







デジビノとパソコジを接続する 


D パソコンの電源を入れる 

旦デジビノの電源をオフにして、付属の USB ケーブルでパソコンとデジビノ 

を接続ずる 

旦デジビノは「マイコンピュータ」の「リムーバブルディスク」として認識 

される 

メモ 

• この状態で、画像を見たり、印刷したりで击ますび、写真のデータはデジビノの SD メモリー 
カード内にあります。 SD メモ U —カードの写真データを他の;)<ディアに保をしたい場をは、 
パソコンの使用説明書を参考にエクスプ□ーラー等を利巧してファイルをコピーあるいは移 
動させてください。編集する場合は、パソコン側へ画撒をコピーしてから行ってください。 

• デジビノとパソコンを接続するときは、直接パソコンの US 目端子と接続してください（接続 
時、デジビノはパソコンから電力供給されます)。 US 巨八プを使用するとをは、「セルフパワ 
一」に切り誓えてください（巨4ページ)。いずれの場合ち、デジビノには電池を入れておい 
て < ださい。 


パソコンで画像を見る 


D 画像閲覧ソフト 「 ACDSeeTMj びインス!ルされているときは、 
「 ACDSee ™」 が自動的に立ち上がる 
旦見たい画像を選ぶ 

デジビノの画像は「マイコンピュータ」一 「 u ムーバブルディスク」一 rociMj 
一 「 xxxPENTX 」 （XXX は、3おの数字）フオルダーの中にあります。 

メ E . 

「ACDSeeTM」 び自動的に立ち上びらないときは、デスクトップ画面から 「ACDSeeT"」 アイ 
コンをダプルク U ックしてください。 


パソコンで 
画像を見る 









パソコンか5デジビノを取日かす 


バソコジか S デジビノを巧りかす 【 Windows 200 0) 

D タスクバーのを（ホットプラグアイコン）をダ：: 
ルクリックずる 

「八ードウIアの取りかし」画面び表示されます。 

□「 USB 大容量記憶装置デバイス」び選択されている 
ことを確認して「停止」をクリックずる 

「八ードウエアデバイスの停止」画面び表示されます。 


旦 「 USB 大容量記憶装置デバイス」び選択されている 
ことをお認して roK 」 をクリックずる 

メッセージび表示されます。 

□ roKj をク U ックずる 

旦 USB ケーブルをパソコンとデジビノか6取りがず 


メモ 

• WindowsMe では、 「US 巨大容量記憶装置デバイス」は 「US 日ディスク」と表示されます。 

• WindowsQSSE では、ホットプラグアイコンはありません。デジビノをがすとをは、そのま 
ま USB ケーブルをがしてください。 



パソコンで 
画像を見る 
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バソコンか百デジピノを旧り巧ず ( WindowsXP ) 


D タスクバーの「八ードウエアの取り列し」アイコン 
をダブルク U ックずる 


旦 「 USB 大容量記憶装置デバイス」をクリックして 
「停止」をクリックずる 


旦 「 USB 大容量記憶装置デバイス」をクリックして 
roKj をクリックずる 


□ 取り外し許可のメッセージび表示された6、 USB ケ 
-ブルをバソコンとデジビノか日取りがず 



パソコンで 
画像を見る 
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Macintosh で画像を見る 


付属の USB ケーブルと付属のソフトウェアを使用すると、デジビノで撮霞し 
た画像をパソコンで閲覧-編集-プ U ントできます。 

湿付ソフトウェアのごおな 

付属の CD - ROM にはなのよラなソフトウェアび含まれます。 

•画像閲覽用ソフト ( ACDSee ™) 

システムち境 

• 0 S : Mac 039.0-10.2 

( QuickTime 4.0け降び必要） 

• CPU : PowerPC 2己 SMHzl ； ■(上 

•八ードディスクの空容量：日 MBL ん h 

• USB ポートび標準で搭載されていること 


パソコンで 
画像を見る 
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ソフトウエアをインス I ルする 


必要なソフトウエアをインス I -ールします。 

作 

Macintosh では、 USB ドライパをインスI -- ルする必要はありません。 


ACDSeeTM 巧インストールずる 

ACDSee ™ をインス| -- ルすると、撮影した画像を Macintosh で見ることが 
でさます。 

D Macintosh の電源を入れる 

旦付属の CD - ROM を Macintosh の CD - R 日 M ドライブにセットずる 
B CD - ROM ドライブをクリックずる 
凸 「Master Installer 」 をクリックずる 
旦「日本語 J をクリックずる 
B 「 ACDSee 」 をクリックする 

セットアップ画面び表示されます。画面の指示に従い、インス!ル作業を進めて 
<ださい。 






デジビノと Macintosh を接続する 


D Macintosh の電源を入れる 

旦デジビノの電源をオフにして、付属の USB ケーブルで Macintosh とデジ 
ビノを接続ずる 


メ韦 . 

US 日ケーブルはしつかり契まで差し込んでください。 



B デジビノはデスクトップ上の「名称未設定」として認識される 

フオルダー名は変更びできます。 

メモ 

• この状態で、画徹を見たり、印刷したりでさますび、写真のデータはデジビノの SD メモリー 
力ード巧にあります。 SD 方モリーカードの写真データを他のメディアに保存したい場合は、 
Macintosh の使巧説明書を参考にファイルをコピーあるいは移動させてください。編集する 
場合は、 Macintosh へ画像をコピーしてから行ってください。 


パソコンで 
画像を見る 























• デジビノとパソコンを接続するとをは、必ず直接パソコンの US 日端子と接続してください 
(接続時、デジビノはパソコンから電力供給されます)。ただし、デジビノには電泡を入れて 
おいて < ださい。 


Macintosh で画像を見る 


n 八ードドライブ上の 「 ACDSee ™」 フォルダーをクリックずる 
旦 「 ACDSee ™」 のプ□グラムアイコンをダブルク U ックずる 
旦見たい画像を選ぶ 

デジビノの画像はデスクトップ上の「名称未定義」— 「 DCIM 」 一 rxxxPENTXJ 
(XXX は、3巧の数字）フォルダーの中にあ0ます。 


Macintosh か弓デジビノを取り巧す 


D デスクトップ上の r 名称未設定」をごみ箱にドラッグずる 
旦 USB ケーブルを Macintosh とデジビノか5取りがず 


f 画像を見る 
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L メッセ—ジ—覧 J 


デジビノを使用中に、液晶モニタに表示されるメツセージにはしソ下のようなも 
のびあ0ます。 


カード空を容量なし 

容量いっぱいの画徹び保存されていて、これ！;(上画像を 
保をでさません。新しい SD 方モ U —カードをセットする 
か、不要な画撒を消ましてください （43 ページ)。画質 
を変えると保をできる可能性びあります （37 ページ)。 

画像びあ0ません。 

再生でさる画傲び保をされていません。 

バッテ U 容量び無くなりました。 

電地残量びありません。新しい電池と交換ずるか、充電 
済みの電池と交換してください （18 ページ)。 

消去中です。 

画撒-音声を消去していまず （43 ページ)。 

フオルタび作成でさません。 

最大のファイル No. び使用されているため、画憬を保存で 
きません。新しい SD メモリーカードをセットするか、 

SD メモ U- 力ードをフォーマットしてください（己4ぺ 
-ジ)。 

この画像を表示でさません。 

デジビノでは再生できない画徹を再生しようとしていま 
す。他社のカメラやパソコンでは表示でをる場合びあり 
ます。 

カードび異窜です。 

SD メモ U —カードの異常で、撮影/再生とをにできませ 
ん。パソコンでは表示でをる場合びあります。 

カードび入っていません。 

デジビノに SD メモ U —力ードびセットされていません 
に0ページ)。 

カードび□ックされています。 

SD メモ IJ ーカードのライトプ□テクトスイッチび 
「LOCK」 側になっています（日ページ)。 



付 
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フオーマツト中です。 

SD メモ U- 力ードをフオーマットしていまず（已4ぺ一 
ジ)。 

カードびフオーマツトされていま 
せん。 

フオーマットされていない SD メモ1」ーカードびセットさ 
れているか、パソコンなどでフオーマットされた SD メモ 

IJ 一力ードびセットされています。 

画慷をカードに記録中です。 

SD メモ U —力ードに画撒を保存しています。 

DPOF 設定を記録中です。 

DPOF 設定を SD 六モ U- 力ードに記録しています (49 
ぺージ)。 

プ□テクト設定を記録中でず。 

画债-ボイス;><モ宿声）のプ□テクト設定を記録して 
います （42 ページ)。 

プ□テクト設定を解除中でず。 

画像•ボイス■^モ（音帛）のプ□テクト設定を解除して 
いまず （4 吕ページ)。 

プ□テクトされていまず。 

プ□テクトされている画傲•ボイスメモ（音声）を消ま 
しよラとしています （4 已ページ)。 











現象 

原因 

対処方法 

電源び入らない 

バッテ U —び入っていない 

電池び入っているか確認し、入ってい 
なければ入れてください （18 ページ)。 

バッテ U —の入れかたを間 
違えている 

電池の挿入方向を確認してください 
(18ぺージ)。 

電池の残量びない 

新品か充電済みの電池に交換して<だ 
さい。 

液晶モニタに何も 
表巧されない 

液晶モニタをオフにセット 
している 

□倍 PLAY ボタンを巧ずと液晶モニタび 
点なしまず。 

表示はされているび、確認、 
しづらい 

曰中の屋がでの撮影は液晶モニタび表 
示されていてち、確認しづらいことび 
あります。 

シャッターび切れない 

再生モードにセットされて 
いる 

撮影モードにしますに8ページ)。 

SD メモ U —カードに空を 
容量びない 

不要な画徹を消まして<ださい （43 ぺ 
-ジ)。 

書を込み中 

書き込みび終了するまで待ってくださ 
い。 














現を 

原因 

巧処方ま 

撮影した画徹のピント 

双眼鏡の視度とピントび合 

双眼鏡の視度とピントををわせてくだ 

び合っていない 

つていない 

さい （1 已ページ)。 

撮影した画徹び暗い 

被写体び暗すぎる 

より明るし、被写体を撮影してください。 


露出補正をしている 

露出補正を解除してください。 









主な仕様 


双眼鏡卽 

倍率 ； 7倍 

対物レンズ有効程： 

1 7 mm X 1 4 mm 


実視界 
プ U ズム形式 
ピント調整方式 
合焦範囲 
視度調整範囲 


7.1 度 （4.6 X 6.1 度） 

ダ八プ IJ ズム 
接眼レンズ繰り出しち式 
00 〜 2 m 

-5 m ( Dptr } 左も接眼両方 

ち接眼指標入り 


「ヵメラ卽 I 

CCD 

記録形式 ： JPEG ( Ex けとの、 DCF 準拠 

画質 ： S . ファイン、ファイン、エコノミー 

ピント調整方式；双眼鏡連動 （ 0C 〜 2 m ) 

記録メディア ； SD メモ1」一力ード 
使巧 CCD / 記録画素数： 


1/3インチ 

有効画素が128巧画素 
総画素殺134万画素 
プ□グレッシプ方式 
S . ファイン：12扫0 X 日日0ピクセル 
ファイン：12扫0 X 日日0ピクセル 
エコノミー：白40 X 480ピクセ J レ 
撮影レンズ；焦点距鄙 37 mm F 4 

(3 已 mm 判換算2已 0 mm 相当） 

画角 ：日 .1 X 8.1 度（視巧率7已％) 

デジタルズーム； 1.3 倍（焦点距離 48 mmffi 当)、 

2.0倍、3.0倍、4.日倍 


ホワイトバランス： 


TTL フ ルオート 

露出制御 ： TTL プ□グラムオート 

露出補正 ： ±2 EV 

シャツター速度：1/呂〇00〜1/30砂 


メカシャッターなし 

感度設を ： IS 日100〜1日00、才ート 
連写機能 ：己コマ/秒で最大10コマ 

CCD への導入ち法： 

撮影レンスを設置する3眼方式 


LCD 

液晶モニタ ：1.日インチ D - TFD カラー LCD 
C バックライト付） 


その他 

識座 
外部コネクタ 
電源 


大ささ 

質量 

付属品 


あり 

データ入出力 （ USB )、 ビデオ出カミ属合 
単3アルカ U 電池に本）、単 3 U チウム 
電池 （2 本）、または CR - V 3 U チウム電 
池 （1 本） 

] 27 {幅） X 白日携行） X 44 (厚 ） mm 
255 g (電池含まず） 

SD メモリーカード （]6 M 日）、 US 目ケ 
ープル、ビデオケープル、単3アルカリ 
電池2本、ソフトウェア （ CD - ROM )、 
ソフトケース、ストラップ、な記書、使 
用説明書（本書） 












アフターサービスについて 


1. 本製品び万一故障した場合は、ご購入曰から満1年間無料修理致しますので、お買い上げ店か使 
巧説明書に記載されている当社お客様窓□にお申し出ください。修理をお急ざの場合は、当社の 
お客様窓□に直接お持ち<ださい。修理品ご送付の場合は、化粧箱などを利用して、輸送中の衝 
撃に耐えるよラしっかりと捆包してお送りください。不良見本のサンプルや故障内容の正確なメ 
モを添付していただけると原因分析に役立ちます。 

2. 保証期間中[ご購入後1年間]は、保記書[販売店印および購入年月曰び記入されているちの]をご 
提示ください。保証書びないと保記期間中でを修理び有料になります。なお、販売店または当社 
お客様窓□へお届けいただく諸費制まお客様にご負担願います。また、販売店と当社間の運賃諸 
掛りにつさましても、輸送方法によっては一部ご負担いただく場合びあります。 

3. 次の場合は、保証期間中でち無料修理の対象にはなりません。 

-使用上の誤り（使巧説明書記載！;!がの誤操作等）により生じた故障。 

-当社の指定ずるサービス機関し;^がで行われた修理-改造-分解による故障。 

•火災•天災-地変等による故障。 

-保管上の不備（本体内部に砂-ホコリ•液体かぶり等）による故障。 

-修理ご依頼の際に保証書のご提示、添付びない場を。 

-お買い上げ販売店名や購入曰等の記載びない場合ならびに記載事項を訂正された場合。 

4. 保証期間1；(降の修理は有料修理とさせていたださます。なお、その際の運賃諸掛りにつさまして 
ちお客様のご負担とさせていただをます。 

己.本製品の補修巧性能部品は、製造打ち切り後已年間を目まに保有しております。したびって本期 
間中は原則として修理をお受け致します。なお、期間じ(後であってを修理可能の場合ちあります 
ので、当社お客様窓□にお問い合わせください。 

6. 海外でご使用になる堤含は、国際保証書をお持ちください。国際保証書は、お持ちの保証書と交 
撰に発行いたしますので、使用説明書記載のお客様窓□にご持参またはご送付ください。[保記期 
間中のみ有効] 


7. 保証内容に関して、詳しくは保証書をご覧ください。 




メモ 



メモ 



メモ 



お客樣を口のごま巧 


ペンタックス ホームぺージアドレス http :// www . pentax . co . ip / 

お客様相談センター（鮮社數品に関ずるお問い合わせ）干174-日63曰東京都板橋区前野巧吕 -36-9 
営業時間午前9 : 00〜午を6 : 00 (± •曰-巧日および薛社休業日を除く） 

S 0570-001313 (市内通話料でご利用いにだけます。） 

携帯亀話、 PHS のちは、下記の涅話番号をご利巧 <ださい。 

S 03(3 曰已 0)3200( 愤泣 03(3 白已 0)0887 デジタ J レカメラ専用 

[シヨールーム.写真展.修理君け] 

ペンタックスフォーラム 狂03 (3348) 吕日41(が干 163-0401 東京都新宿区西新宿吕 -1-1 巧宿 H 井ビル1階(私書箱吕40号) 

営業時間午前10 : 30〜午を己： 30 (年ま年始および兰井ビル点検曰を除き年中無休） 


脈眠讯 

ペンタックス札暢営業巧お客様窓口 泣011(已 12)3231( が〒〇己 0-0010 ホし幌市中央因じ10条西 18-3 日ペンタックス札幌ビル呂階 
営業時間午前9 : 00〜午を已： 00 (± •曰-巧日および弊社休業日を除く） 

ペンタックス仙台営業所お客様窓口 泣022 (371) 白巨已3(悄〒白8 1-3 133仙台市泉区泉中央 1-7-1 千代田生命泉中央駅ビル巳階 
営業時間午前9 : 00〜午後已： 00 (± •曰-巧曰および薛社休業日を除く） 


ペンタックスち古屋営業所お客樣窓 □ 

営業時間午前9 : 00〜午を已： 00 (± • 


泣〇已 2(9 巨 2) 己331 ㈱ 于 461-0001 
曰-巧曰および弊社休業日を除く） 


を古屋市東区泉1 - 1 9-8 ペンタックスビル3階 


ペンタックス大阪営業所お客様窓 □ 

営業時間午前9 : 00 〜 午を 已： 00 (± 


包0己(巨271 )799 扫 ㈱ 〒己 42-0081 大阪市中央区南胎場1 -17-9 パールビル吕階 
曰-巧曰および薛社休業日を除く） 


ペンタックス広島営業所お客様窓 □ 

営業時間午前9 : 00 〜 午を 已： 00 (± 


泣0日 2(234) 己己 S 1 ㈱ 于 730-0851 広島市中区厦町 2-1 已厦町ビュ Q-S 階 
曰-巧曰および弊社休業日を除く） 


ペンタックス福岡営業所お客様窓 □ 

営業時間午前9 : 00〜午後已： 00 (± 


曾0日 2(281) 己8己 S ㈱ 于81 0-0802 福岡市博を区中洲中島町 3-8 バールビル2階 
曰-巧曰および薛社休業日を除く） 


[宅配怔-巧征修埋受け-修埋に関するお巧いちわせ] 

ペンタックスサービス ㈱ 東日本修理センター泣 03(3 日7已 )4341 (梢于17已 -0082 東京都お橋区高島平目-日-呂ペンタックス ㈱ 流通センター内 
営業時間午前9 : 00〜午を己： 00 (± •曰-初!曰および興社休業日を除く） 

ペンタックスサービス ㈱ 西日本憶理センター巧0白 (6271)7 日日6(梢 T 542-0081 大阪ホ中央区南船搞 1-17-9 バールビル2階 
営業時間午前9 : 00〜午を已： 00 (± •曰-初!曰および興社休業日を除く） 

ぺッ々ッ々，巧なをが 

干] 74-8639 東京都板橋区前野町 2-36-9 

ペンタックス販亮が式を社 

干] 00-0014 東京都千代田区を田町 1-11-1 

☆この説明書には再生紙を使巧しています。 

☆仕様おぶび列観の一部を予告な<変更することびあ D ます。 

for your 01-200204 

precious moments 








